
取組名称：PISA対応の討議力養成プログラムの開発 ―日本における国際先端の教養教育の実現―

H20年度 質の高い大学教育推進プログラムの取組事例

○取組概要 他者と討論する力（＝討議力）を教養学部前期課程の
学生に養成する

●取組の成果

大学名 ：東京大学

●取組の内容・ポイント

従来の教育の概念＝既存の知識を与える・得る

授業に討論を組み入れることにより、
学習意欲の喚起
学習内容の定着
分析的な思考力の向上

●得た知識をもとに自分の考えを組み立て、表現する
←国際化にも対応

●他者との意見交換を通じ、多角的な視角・より深い理解・
新しい知の創出を促す

分析的な思考力の向
プレゼンテーション・スキルの向上
他者との意見交換･自己の考えの相対化
学生間の共同体意識の醸成

を実現

●学内外からの評価

新しい知の創出を促す を実現

討議力養成 ため 教材

成果の公表

●学内外からの評価

学生からの評価
「今まで受けたことのない

授業」

「自分 欠け るも

討議力養成のための教材
（ D V D ） の 作 成

教室の整備 「自分に欠けているもの
がわかった」
教員からの評価

「新しい教室で、学生の反
応がよくなった」応がよくなった」

ハーバード大、カリフォルニア大バー
クレー校・スタンフォード大・南カリフォ

海 外 研 修
外部評価・国際シンポジウム
「本格的な教育モデルの開発」
「国際的にも注目される試み」

評価の活用クレー校・スタンフォード大・南カリフォ
ルニア大にて研修を実施

評価の活用
教員のFD活動により、様々な授業の改善に活かす


